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 第 61 回（令和7年度第 4回）神奈川支部幹事会 議事録 

日 時：令和7年（2025年）10月 8日（水）15時 00分～17時 00分 

会 場：かながわ労働プラザ 第２会議室、Zoom（Web会議）併用 

参加者（15名） 

：立花、沼上、今村、福田、堀田、渡井、大高、神川、西村（会場9名） 

：斎藤、須々田、岸田、細谷、山田、古市（web 6 名） 

欠 席：髙橋、小倉、野島（3名） 

     オブザーバー：なし 

担当者：議長・神川、議事録・西村              【敬称略、以下同様】 

      

     なお、議事進行の関係で、記載は議事次第と若干異なる。 

【確認事項】 

１． 第 60 回幹事会議事録（案）の確認：神川【資料 61-1】 

・メールによる確認済みのため異議なく了承された。 

 

【報告／審議事項】  

２．判定士会本部動向・神奈川支部最近の活動報告：立花【資料 61-2】～【資料 61-4】 

１）地盤品質判定士会 2025 年度 第 3 回幹事会議事録【資料 61-2】 

 9 月17日に行われた本部幹事会について下記の報告があった。 

 幹事に対する交通費等支払について（本部幹事会に支部長（もしくは代理））が出席した

場合の交通費支払いを検討中。 

 関連して、神奈川支部でも交通費の支払いを検討してはいかがか。（実費の計算、予算の

確保等） 

【各委員会より】 

① 総務企画委員会 

 講習会運営マニュアルを作成（固まったら皆さんに案内） 

→ 9 月末までにチェック、意見や修正等を行い完成予定。セミナー運営部会への活

用と支部へのマニュアル展開を図っていく予定 

 JPSE 見積書の表紙DRAFT について（後ほど事務局より説明） 

 システム操作エラーによるメール一斉配信について 

→ 関係者への一斉メール通知や1 週間前の参加呼びかけ通知等について、メールリ

マインダー機能を残すことも踏まえて、エラーを防止する方向性でシステム会社と協

議予定。 

 講習会の消費税について（消費税納入団体となったため） 

→ 今後の地盤品質判定士会の講習会会費は、消費税を加える金額で請求すること。 

 

【各支部・各部より】(取り上げられたもののみ) 

① 関西支部 
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 大阪府都市整備局大規模造成地経過観察（100件ほど）（今年度は見送り） 

② 東北支部 

 東北支部主催の講演会・討論会（小規模建築基礎指針の改定）（10/16） 

：現地参加で参加者が少ないため関心がある人は応募してもらいたい 

⑦ 審査部 

 審査支援業務の実務が動き出した。（豊田市と大津市で実施中、その他多数相談あり） 

 以上に関して、質問等は出なかった。 

 

３．神奈川支部関連  

１）総務委員会報告・審議：福田【資料 61-5】～【資料 61-8】 

① 総務委員会活動報告【資料 61-5】① 

〔横浜市関連市民相談〕 

 西区：6月22日、23日 終了 報告書作成済み 請求済み、今後精算済み 

 戸塚区：7月 12日（終了）報告書作成済み、請求済み、今後精算予定 

 磯子区：7月 23日、26日（終了）入金済み、今後精算10月 8日で入金済み 

 横浜市建築局：8月 8日、9日、10日（終了）報告書送付済み・検査中 

 港北区：9月 6日、7日（終了）報告書送付済み・検査中 

 港南区：9月 19日、20日（終了）報告書作成中 

以上、終了 

 保土ヶ谷区：11月 5日、9日（2日間）⇒福田・古市 

5日は開催時間が13時から20時までと変則。契約終了。まもなく公募予定 

 都筑区：11 月 28 日（金）29 日（土）（2 日間）⇒神川・福田 

⇒契約手続き中、請書まで完了 

 横浜市建築局：12 月 6 日（土）７日（日）8 日（月）（3 日間）⇒福田・古市・神川 

以上、開催予定 

〔川崎市まちづくり局関連市民相談〕 

 麻生区：9月 27日（終了） 

 宮前区：10月 25日（土）予定 

 多摩区：11月 30日（日）予定 

 高津区：12月 19日（金）予定  ⇒ 福田・斉藤・須々田 

   〔神奈川県関連市民相談〕 

 相談会開催検討中：1月に開催ができるか？ 

 

   合計：延べ23日間程度予定 

 

〔川崎市訪問報告8月21日：川崎市まちづくり局打合せ〕【資料61-6】② 

 市職員向け研修会の実施方法について 

：昨年度同様生田緑地で、令和8年 1月開催予定。10/31（金）に行う、判定士会の野外巡検

でのルートを参考にして開催を検討している。 
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判定士会の野外巡検に、宅地企画指導課及び施設管理者が参加する予定 

 その他 

 神奈川県との協定について 

関心をお持ちで、スケジュール、活動内容など差支えない範囲で情報提供した。 

協定締結式が9/22 に決定。今後の活動内容に関しては未定（相談会の開催、擁壁に関する

相談（チェックシート作成や研修会の開催等々） 

 地盤工学会投稿資料を立花支部長より説明（データベースに興味を持っていた） 

：調査件数や調査内容の傾向を説明、データベース構想（G-SPACE）に関しても説明。 

 ＜打合せ資料＞：参考までに見ていただきたい。 

 

〔神奈川県庁訪問9月22日：県土整備局砂防・急傾斜グループ打合せ〕【資料61-7】③ 

 ＧＬからの説明 

改定版【神奈川県土砂災害ポータルサイト】について（：３Ｄになった） 

：広く活用してほしい。指定区域の確認、調査中や指定予定等の表示があるので活用して

ほしい。（相談対応等でも活用できる） 

[質問]：素人、一般市民では非常に使い勝手が悪い。探したいところに行きにくい。 

[回答]：説明ビデオ等があるのでそれを見てもらいたい。以前よりは、軽くなっている。 

パンフレット【土砂災害のリスクを知りあなたの命を守る行動につなぐ】を 100 部程度、

判定士会に提供いただき、相談会等で配布し広報協力する。（相談会、市民講習会、行政

職員に対する講習会で周知） 

・ 立花支部長 

神奈川支部の活動説明の資料を利用して、説明実施 

 

〔葉山町訪問報告 9 月 29 日：総務部防災安全課〕【資料 61-8】④ 

葉山町：総務部防災安全課 課長・課長補佐・主任（３名） 

支 部：立花支部長・高橋副支部長・福田（３名） 

相談内容 

「がけ地防災対策工事等補助金交付制度」の概要の一部審査部分の技術的な支援につい

て相談された。 

：現時点では、時間的制限、責任問題等で困難。相談会等を提案。その中での協力は可能。 

 

〔小田原市〕：本部経由の問い合わせ対応。 

支部長より、相談の内容、協定等についてメールにて説明。 

その後、具体的な話は今時点ではない。 

 

 ２）技術委員会報告・審議：沼上【資料 61-9】  

① 2025 年度 生田緑地研修会【資料-技術①】 

 申込期日（9/30）での支部会員と NPO ブルーアース関係者による申込み者は 24 名となり、

募集人数に余裕があるため、関東支部幹事にも募集枠を広げることとした。（10 月 8 日現在、
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29 名） 

 参加者の班分け（３班）は、参加者同士の意見交換が活性化する様に配慮する。 

 参加者アンケートを作成し、当日参加者に Google Form による入力を依頼する。 

 生田緑地整備事務所関係者への事前挨拶を兼ねて、10 月 9 日午前中に下見調査を行う。倒

木等による通行不能個所もあるため確認したい。 

 障害保険は、天災（地震･噴火･津波）および熱中症危険補償を含めた内容で契約する。 

 徴収参加費は、障害保険料とコース説明担当幹事への謝金に充当する。 

 天候不順による参加者への延期メールは、なるべく早めに行う。 

② 2026 年度 研修会企画 

・上記アンケート結果に基づき、次年度企画案を次回幹事会（12/10）で提案予定。 

 

③ 宅地相談案件データベースの開発（前回幹事会 8/6 月以降の活動報告） 

 Google Workspace for Nonprofit の利用開始設定について 

ワイシステムサポートの協力を得て、独自に Google for Nonprofits への登録を完了。Google 

drive の利用が可能となった時点でアサヒ地水探査の協力を得ながら G-Space マッピング

ポイントとのリンクテストを実施予定。 

 アサヒ地水探査・ワイシステムサポート（YSS）・神奈川支部三者協議 

G-Space リンクテストの実施結果に基づき、第６回協議を開催の予定。 

④ 他支部との情報共有 

 8/2 関西支部幹事会にて、立花支部長より「神奈川における宅地地盤相談の現況と GIS を活

用した案件データベース」について紹介。 

・ 関東支部幹事２名に対して G-Space 利用権限を許諾。 

 

３) 宅地地盤相談室報告・審議：立花、堀田、細谷【資料 61-10】 

① 宅地地盤相談室報告：立花 

・ 今年度は、相談案件数55 件（9/30 現在）7月末現在で40件。今年度は、少ない傾向。相談

会等の開催の効果があり、減少したか？ 

② 第14 回相談事例勉強会【担当；堀田】 

・ 日時：８月24 日(日) 幹事・登録相談員（17 名） 

内容：相談事例 

須々田幹事「大規模マンションの擁壁」、「購入戸建住宅の基礎と近接する崖：イエローゾー

ン、レッドゾーに囲まれた敷地」 

古市幹事 「擁壁関係2 件」 

「現地調査に便利な小道具とソフトウエア」：関西支部から問い合わせ有り 

・ 話題提供：小浪岳治サポーター「ハイブリットＭＰ工法」 

③ 第15 回相談事例勉強会【担当；細谷】 

・ 日時；11 月 1 日(土)開催予定：15：00～17：00（Zoom） 

・ 内容：相談事例/今村事務局⾧、小倉幹事 

・ 話題提供/沼上幹事「G-Space について」 
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・ その他：詳細は10 月 20 日頃に案内予定 

 

④ その他 

 横須賀市からの擁壁崩壊に関する問合せ（県経由） 

：県協定によって、同様の相談が寄せられることが予想される。 

 

4)支部事務局報告・審議：今村【資料 61-11】 

① 神奈川支部収支報告 

 前回幹事会以降、収入支出とも順調に伸びている。（太字が動いた数字） 

 生田緑地振り込み、プロジェクター支出、受託業務：西区、戸塚区、磯子区入金。相談員支

出。現状はほぼ予定通りの数字で動いている。 

② 自治体等に提出する見積書表紙 書式統一について【資料 61-12】 

・ 本部幹事会の決定事項 ～「見積書表紙 書式の統一」について～ 

地盤品質判定士会の各支部にて、自治体へ見積書を提出するケースが増えてきたため、その

見積書の表紙の書式を統一する。（表紙以内の明細部分については各々形式でOK） 

・ なお、下記2 パターンあるため、今後、状況に応じで利用すること。 

【パターン①】 理事長名入りパターン 

→捺印が必要な場合は、角印および丸印の押印を行う 

【パターン②】 理事長名なしパターン 

→捺印が必要な場合は、角印のみ押印を行う。 

 

４．神奈川県との協定について：立花【資料 61-13】～【資料 61-18】  

【資料 61-4】にて全体像を説明。 

・2020 年 4 月：神奈川県とホームページの相互リンクを実施（第一号） 

・2025 年 4 月：県からの呼びかけで協議が再開 

【資料 61-13】：知事会見：神奈川県記者発表＿県民の皆様が所有する擁壁の自主点検を促進＿神

奈川県 HP 

【資料 61-14】：【神奈川県】宅地防災等に関する協定書（両社押印版） 

【資料 61-16】：協定書の一部条項の修正に関連して、県の取り組みによって判定士会の活動が制

約を受けない旨の確認のため、協議書を交わした。 

【資料 61-15】：一般社団法人地盤品質判定士会と宅地防災等に関する協定を締結しました（建築

指導課） 

【資料 61-17】ＨＰ_判定士会、ＨＰ_神奈川支部.pdf 

【資料61-18】20250929 神奈川県記者発表_地盤品質判定士会/宅地防災で協定締結.pdf 

 

  以上で幹事会を終了した。 

 

 

 

【その他】  
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・次回幹事会 2025年 12月 10日（水）15：00～17：00 かながわ労働プラザ（エルプラザ） 

 担当幹事：議長／西村、議事録・配信／大高 

 


